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電気電子工学科の情報・通信実験におけるPBL項目の立ち上げ 
- H8/3069F マイコンを用いた電子回路の設計と製作ー 
Startup of a Project Based Learning subject for the Information and Communication experiment 
in the Department of Electrical and Electronic Engineering 
- Design and construction of an electronic circuit using an H813069F micro computer 
袴田 吉朗＊ 
Yoshim HAKAMATA 
Abstract: The material outlines a newly settled experimental subject in the Information and Communication experiment in 
the Department of Electrical and Electronic Engineering. The subject intends a Project Based Learning. Students are 
ought to use an H813069F micro computer as an engine for making an electronic circuit in the subject Without this, 
students can freely make electronic circuit& The results of the PBL are outhned in the material. Also given is the 




























用するのにためらいがあった．しかし 18 ピンの PlC マイコン
は語長が短く，またメモリ容量が小さいためページ切り替えや， 
2013年2月19 日受理 
＊理工学部 電気電子工学科  
バンク切り替えなどに余分な注意を払う必要がある．この点に
不満を感じていたことも事実である．一方 H8 マイコンは，フ



























当初H8マイコンの鰍には 2 週間分（コマ数にして 6 コマ） 
を割り当てることを予定していたが，これではまだ時間的に＋ 
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図2.1 4X4X4 LEDキューブ 
図22 ドットマトリクスLED(1個） 




















班名 プーマ コンテスト結果 
1 4X4X 4 LEDキューブ A 
2 ドットマトリクスLED(1個） C 
3 スイッチによる点滅LEDの桐鵬］ B 
4 LEDの点滅 C 
5 ドットマトリクスLEDQ個） C 
6 LEDの点滅 C 
7 圧電ブザーによる音の発生 B 
























































































































































































































































































図 3.1 H8/3069Fマイコンボードの全体回路図 

















ポート1 P17P10 0 x x 
ポート 8 
P8~P83 0 x cs端子，IRQ 
ポート 2 
P22i島 0 x x Pg2 0 x x (cs2, 1RQ 
P27P23 0 x 昭1 0 x cs端子，IRQ 
ポート 3 P3~P3o 0 x x I嘱， 0 0 cs端子，IRQ 
ポート 4 p47.p40 0 0 ポート 9 P9~P90 0 x sc既 cn 
ポート 5 P5rP5 0 x ポート A PA7'PA0 0 0 11て二タイマ 
ポート 6 




0 0 1P(二タイマ， 
DMA 
馬～P63 x x バス市掴1 PB5 0 ノLCAS 
ポート 7 
Y75-f7t 0 x ND PB4 0 ノUCAS 





















































INPUT VOLTAGE VI搾 M 













   
   
00 
図33 ソースドライバ1D62783APG の入力1削生 
本実験ではダーリントンシンクドライバ 1D62083APG および 
ダーリントンソースドライバ lD62783APG を使用した．図32 
および図 33 はカタログから抜粋した両ドライバの入力電王― 
入力電流の特性である．これより 5V 入力時のソースドライバ
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lx線口番ピの と RX 線 G 番ピのカ葛難されるように， 
H8 マイコンを搭載するマザーボード上でクロスさせて酉醜し
ておく！I」、要がある（図 3.4 O)jc線で示した部分）．また周知のよ






3A H8/3089F（ユ MB外部DRAMつき）の艇メモリ 
H8/3069Fマイコンの物理メモリの具体的な配置（外部DRAM 
容量2MB, モード5）は図3.6に示す通りである．H8マイコン 













ダウンロードし展開したホルダーRenesas Hterm の中にある 
readme.htm (HEW鋼且みi2み型モニタのカスタマイズ方法） 
に従ってモニタプログラムをカスタマイズするI 
4.1 スタートアップそジュールHa w&eSetl叩』 の作成 
H8/3069F 2MB外部DRAM付き）用のスタートアップモジ




















































① ABWCR いス幅コントロールレジスタ）阜134] 
各ビットがエリア0～エリア 7のバス幅を決める． 1のとき 
8ビットアクセス,0にすると16ビットアクセスになる‘本実
験で使用する DRAM は8ビットアクセス空間を用いる．モー 
ド S では，リセット時にABWCR は H'FFにイニシャライズ
され, 全ェリアが 8 ビットアクセス空間になるので, 特に設
定する！I」、要はない． 
② RIてDR（リフレッシュタイマコントロールレジス）[p.154] 








③ RMSR （リフレッシュタイマコントロール／ステータスレジスタ） 
[p.152] 
ビット 	 7 
	 6 	 5 	 4 	 3 	 2 	 0 





搭載されている DRAM は M5117805F・6QTK(OKI）である．こ
の DRAM のデータシートを入手できなかったが類似品 







I cb/2 (一125MHz) 
2 
	 b/8 	 (=3.125MHz) 
3 	 ゆ /32 	 (=78.1kHz) 
4 ct'/128 (=193kHz) 
5 	 ゆ /512 (=48.8kHz) 
6 	 中 /2o48 (=12.2kHz) 
7 	 中 /4o96 (=6.1kHz) 




REてDL=195で約 64kHz のリフレッシュ 
RTCOL=125で100kHz のリフレッシュ 
④ DRCRB のRAM コントロールレジスタ司［同，p.149] 
ビット 7 6 5 4 3 2 1 0 
MXC1 MXCO CSEL RCYCE (1) TPC 取Jw RLW 
エリア 2を使用するが，①で述べたように本実験で使用する
マイコンではエリア 2は8 ビットアクセス空間になっている. 
MXCはカラムアドレスのビット数を指定する． 
MXC 
0 	 8ビット 
1 	 9ビット 
2  
カラムアドレス10ビットのもの 	 MXC=2 
（おELはUCAS, LCASの出力端子の設定である．PB4および 
PBSを使用する 	 （2SEL=0 
RCYEはCAS ビフオアRAS(cBs）リフレッシュの使用を 




を禁止する 	 RCW=0 
RLWはリフレッシュ時にRAS, CAS間へのウェイト挿入を 
禁止する 	 RLW=0 
以上より DRCRB=B'lOOl 1000=H'98 とする． 
⑤ DRCRA (DRAMコントロールレジスタN[p.147] 
ビット 7 6 5 4 3 2 1 0 
DRAS2 DRAS1 DRASO (1) BE RDM SRFMD RFSHE 




1 	 エリア2((Sののみ 
2 	 エリア2 (cs2)，エリア3 (cs3) 
3 	 エリア2, エリア3を（ S2だけで4MBの空間として 
使う 
4 	 エリア2(（お2)，エリア3 (cs3)，エリア（cS4) 
5 	 エリア2 (cs), エリア3(くS3)，エリア（cs4), 
エリア5 (cs5) 
6 	 エリア2, エリア3を〔お2, エリア4，エリア5を（S4 
で使う 
7 	 エリア2～エリア5を（ S2で使う 
エリア 2 にDRAM が増設されているので，DRAS=1 
(DRAS2=DRAS1=o, DRASO=1) に設定する． 
DRAMが高速ページモードを使える場合には BE=1 に設
定すると,i輸iでメモリを読む場合には早くなる．この 





SRFMD は セ ルフリフレッシュをするか否かの設定である． 
対応していないので SRFMD=0 とする． 
RFSHEはRFSH端子（P80）から外部にリフレッシュ信号を
出すが否かの設定である．必要ないので RFSHE 〕 とする． 
RFSHE=0の ときポートP80は入出力ポートとして使用でき
る． 
以上より DRCRA=B'O011 1000=H'38 10ビット 
になっている． 	 とする． 
本実験で使用するDRAMは 
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て使用するためエリア2 (cs2）に対応するビット 2をDDR= 
1に設定する．上位3ビットは（Jon't'care である, 
P1DDR= H'FF 	 アドレス AIJ'A7 
P2DDR=H'07 	 アドレス A8-A10 
P8DDR=H'04 	 エリア2 (cs2）のみ使用 
⑦ WCRH, WRL（ウエイトコントロールレジスタ）い.136] 
ビット 7 6 5 4 3 2 1 0 
WCRH W71 W70 W61 w加 w51 w5o W41 W40 








たェリア（S2 のウェイトステートを 0(W21=W20=0）とし， 
DRAMアクセス時のウェイトを0とする， 
よって WCRH=B'llll 1111=H'FF, 
WCRL=B'llOO 1111=H'CF となる． 
なお内蔵メモリおよび内部】ノ0 レジスタに対するアクセスス
テート数はWCRH. WCRL の設定値にかかわらず固定であるI 
⑧ ASTCR（アクセスステートコントロールレジスタ）[p.135] 
ビット 7 6 5 4 3 2 1 0 
AST7 AST6 ASTS AST4 AST3 AST2 AST1 ASTI1 
それぞれのエリアのアクセスステート数を決める．DRAMは
高速でありアクセスステート数＝2とする． 
よって AS1tR=B'llll 1011=H'FB とする． 
⑨ wit80us 侶リフレッシュサイクル分のwaitを入れる） 
DRAMの説明書によれば「電J刺斐入後 vccが規定の電王に
到達してから2〔叫尽以上のポーズをとり, その後 8回以上のリ
フレッシュサイクル（GAS ビフオア RAS リフレッシュサイク
ノl弔寺）を加えて下さい」と注記されている． 
DRAM のリフレッシュレートが 2048/32nis=64kHz であるか
ら，8 サイクルでは 125ss の遅延時間になる．この遅延時間を  





は DRAM やバス関連のレジスタを東ねる上位概念であるが， 
ハードウエアマニュアルには明示的な記載はない．しかし 
3069s.hには記載されている． 
incIude I iodefine.h 
Vロ id waiしBQu(void) 
｛ 	 ー  
volatile mnt t= 250; 
}  
























ii =aB=38400baudとすれIま N=19 (10進数，16進数では1の 
n=aB=l9200baudとづ才Uま N=40 (lOi鰍，16進数では28) 
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OS8  h" 
Address 	 lSecthn 	  



















cnt ー＝ 1; 
if( cnt == 0) 
{  
PSDR.BYTE 一＝ OxFF; 










名称 属性 メモリ 
1 プログラム倒或 P code ROM 
2 定数領域 C data ROM 
3 初期化データ領域 D data ROM 
4 





c$DSEC data ROM 
一  未初期化データセクシ
ョンのアドレス領域 
c$BSEC data ROM 




コンJくイラ 1 アセンブう 最連化リン力~標準ライブヲI)lCPU l デ/‘ッ己
カテゴリc) ~」~ 
P6DDR 	 = OxFF; 
PGDR.BYTE 	 = OxOO; 
ITUO. TCR. BIT. CCLR 
ITUO. TCR. BIT. TPSC 
ITU0.IRA 	 =82499; 
ITU.TISRA.BIT.IMIEAO= 1; 





リンカの役目であり，ユーザが HEWの ビルド／H8一300 








/H8300 Standard Tool（山amn／最適化リンカ／セクション を
開くとデフォルトで図5.2のようになっている． 









H8マイコンはROMへの書き、 , 回，の最大値が100回“’三 
と少ないようである．従ってデバッグを行うには まず PC 上







コンIくイラ~アセンブラ 最滴イ凶ンカ~標準ライブヲJlCPU けル己 













？ × ンミユレーシステム 
システム メモリ 
F 
妊リマップ（M）て D 、図回 メモリリンースく嚇 
Oegin End Type Size rRead ~ 軸量e 
0ロロ0000ロ 0007 F F F F RO M 16 	 2 2 
ロ040000ロ OO5FFFFF EXT g 	 3 3 ' 
00 FE E000 00 FE EOF F v0 8 	 3 3 I 
DUFF 0 F20 
DOFF FF20 
OOFFFF1 F RAM 16 	 2 2 I 00FF F FE 9 i/o 8 	 3 3 
.
00000000 	 0007FFFF 
00400000 	 OO5FFFFF 
ODFEE000 OOFLLOFF 










































































































































































定しないと メモリアクセスエラ」 が発生する 
② HEW織シリアノItニタを用いたエミュレーション 
PCとマイコンを蹴し，HEWの デバッグの設定 におい





































の ルネサス社，"H8S. H8f3X）シリーズ（:ic+＋コンパイラ、 
アセンブラ、最適化リンケージェディタ” 
の H8-MON@YTomo. WEB, "Renesas 組み込みモニタ構築 
[H8,Win] 
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